































業生会から法人の沿革史 纂を目的に基金二五〇万円を寄付する動きが起こった。これを機に法人も早急なる資料室設置を目指すことになり、創立七十周年を迎える昭和六二年に、法人総務部（企画調査室所管）のもと国士舘資料室準備委員会を発足させた。準備委員会委員長には三浦信行政経学部教授が就任、同年のうちに「国士舘資料室開設準備要領」を制定した。 動きを受けて同年の「国士 会報」第六二―一四二号及び第六三―一六号、 『国士舘大学新聞』第二九八号等で国士舘史に関する資料提供の呼びかけを い、元教職員・同窓会関係
者三〇〇〇名へ資料の寄贈依頼を発送、その結果、昭和六三年現在、内一パーセントほどの方から資料提供の回答を得た。  これらの活動成果が実り、平成元年、上記「開設準備
要項」にもとづき柴田会舘四階に初めて国士舘資料室が開設され、同資料室に法人職員一名（吉田丈作氏）が配置されること なった。法人は同資料室運営の基準を定めるため、 「国士舘 運営要領
｣
を制定し、これに








































テゴリーを設け、 れを基準に分類するも とした。これは記録史料（アーカイブズ） 整理に、誤って図書分類の方法を適用しようとするものであり、現実にこの方法によって資料を分類しようとすると、分類基準の主題カテゴリーの理解に個人的差異を生じ、 ちまち整理作業の困難を招き、保存管理上の区分や資料 検索利 のためにも不便きわまりないものであった。　
そこで資料室収蔵資料について、法人の物品管理台帳






















一一月）を目指す記念事業として、徹底した記録史料調査と学術的研究成果にもとづく本格的な法人沿革史編纂を目指す『国士舘百年史』編纂計画を立案し、 新たに「国士舘百年史編纂委員会要項」制定した。同年 これにもとづき国士舘百年史編纂委員会を設置し、初代委員長には大澤英雄理事が就任した。この際、事務担当として年史編纂室を設け、 これを理事長室広報課（課長下村誠氏）に置くこと した（当時の担当は広報課職員の兼任） 。　
あわせて当面する平成一九年の創立九十周 に向けて
記念誌を出版することとなり、 のに「国士舘九十周年記念誌編集部会」 設置することとした。ついで平成一七年には「国士舘百年史編纂委員会要項」の一部を改訂すると もに、委員長に阿部昭理事が就任 、九十周年記念誌編集部会長を兼任した。さらに九
十
周年記念誌編集部会の副部会長に佐々博雄文学部





















く、その不足を補うために各方面にわたって悉皆調査を徹底的に行う必要がある。しかしながら、法人の沿革資料は、当面する百年史編纂のためにだけあると考えるべきではない。法人 足跡 記録する貴重 歴史遺産として教学の日常的な教育研究の活動で活用され、とりわけ新しく入学してくる学生・生徒に対する初年次教育 おいて、国士舘 建学の由来や、創立以来堅持されてきた教育の基本理念を理解させるために生かされ、国士舘に集い学びあう学生・生徒、そして教職員全体のアイデンティティー 涵養にこそ最大限に活用されなければならない。　
当然のことながら、収蔵資料が将来にわたって法人の





















法人記録史料 法人（教学を含む）組織が作成・発行したか、または外部機関より受領した文書 10,300 1,145 





物品資料 国士舘に関わる物品資料 400 130
調査収集資料 学外の関係資料所蔵機関への調査収集資料 499 499









は阿部昭理事が就任 。同資料室には室長以下、事務長と専任職員一名、 準職員二名を配置した。同規程には、このほかに研究調査活動のため、必要に応じて学術調査員及び専門員を置くこと できる条項が盛り込まれている。　
これにあわせて、法人は従来の 百年史編纂委
員会要綱」に、同委員会のうちに専門的に調査研究 担当する小委員会として専門委員会を設置するなど一部改訂を加えるととも 委員長には阿部昭理事が引き続き就任することにした これとともに発足させた専門委員会の委員長には阿部昭理事、同副委員長には九十周年記念誌の編集担当者だった佐々博雄文学部教授、同委員として八十周年記念誌担当者湯川次義氏（早稲田大学教育学部教授、元国士舘大学文学 教授） 新たに本学大学
院の卒業生で教育史研究者の山﨑真之氏（国士舘大学非常勤講師）が就任し、活動を開始した。　
国士舘百年史編纂委員会は、その第九回委員会におい


























長い年月を経てすでに非現用（歴史資料）化 、法人の経営資料としての役割 終わったと判断さ る のについては、同じく管理を移管する手続きを施し、国士舘史資料室において万全の保存策を講ずると もに、百年史編纂の基本資料として活用してゆく がある。　
学内で刊行される出版物は 定期・不定期を合わせか










































































して、大切に保存整備する ともに、それに相応しい活用法を工夫してゆく。とくに機会あるごとに創立者をはじめ、大学の発展 貢献した人々の活動 顕彰し学ぶ場として、大学のさまざまな行事で活用する。　　
（６）
国士舘史資料室の博物館実習等での活用等
　
資料室の施設設備が拡充されるならば、施設とそこで
の作業を、博物館学芸員養成課程の実習や、史料学実習の実習用に活用することができる。上記実習はこれまで
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学内に実習施設を持たないことから、すべて外部施設に依頼して行ってきたが、資料室の作業室や展示施設を実習用に活かすことも視野に入れたい。　
おわりに
　
国士舘百年史編纂事業を通して、伝統ある国士舘に由
来する多様な資料を調査・収集、整理・保存 利用・公開し、国士舘が果たしてきた歴史的役割と使命とをあきらかにすることで、国士舘に対する理解を内外に推し広げ、本学の今後の教育文化活動に資するもの する。
国士舘百年史編纂事業の現状と課題
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国士舘史資料室収蔵資料の区分と移管・収集の流れ
学校法人国士舘
法人組織 教学組織
廃　棄
国士舘史資料室 収蔵資料
学　外
個人所蔵 機関所蔵
非現用化
現用文書
非現用化
現用文書
選択
記録・記念品・写真等 記録・刊行物等
評価選別
法人記録史料
調査収集資料
出版刊行物 映像･音声資料
物品資料
移管
複製／購入／寄贈／寄託
国士舘史資料室収蔵資 収集の流れ
